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クンス トカメラにおけるアイヌのコレクションについて
A.SOKOLov
クンス トカメラに大きいアイヌの民俗学的資料 が所蔵 されています。 コレクシ ョ
ンは全部で25、 総点数 は1890点 です。 これ らのものはい ろいろなみちで、いろい ろ
な時代に博物館 にもた らされま した。荻原眞子(千 葉大学)に よれば、クンス トカ
メラのアイヌ民族資料の特徴は収集地が千島、サハ リン、北海道にわたっていると
い うことです。全体 としてはサハ リンの資料 が大部分 を占めていますが、いちばん
古いのは千島か らの コレクションです。
千島列島
千 島列 島については最初 の資料 が1826年 の海 軍省か ら譲渡 されたの ものです
(No.810)。1826年 と言 うのは収蔵年ですが、現地での入手はそれよ り以前です。
このコレクションは四点 しかあ りません(衣 服 ・キセル ・矢筒です)。
それよ りも以前 の資料 は、18世 紀 の初めに収蔵 された、台帳に記録 され てい る
"ク ンス トカメラよ り"資 料です(N
o.820)。 ピョー トル大帝 の"ク ンス トカ メ
ラ"か ら移 されたものです。採集地 は千島 と記 されています。 ロシア極東 の先駆者
によって千島に取 り集 め られた物だ と推 定 しえます。1747年 にクンス トカメラは火
事で壊れて しまいましたが収蔵品は大部分がなくな りま した。 のこった物は説明な
しにな りま した。その物の中に衣服 ・ナイフのさや ・箱 などがあ ります。
そ して、千島アイヌの資料 は1.G.Vbznesenskiiが 調査航海!839年 に収集 したもの
(No.809)も あ ります。1.G.Vbznesenskiiは カムチ ャ トカ と千島列島へ行 って、
千島アイヌの ところで資料 を集 めま した。収集 は数 の多 くて全部で22点 にな りま
す。 コレクションは狩具(弓 ・矢 ・矢筒)、 船のモデル、器 、フクロなどを含めて
います。歴史学博士Ch.M.Taksamiの 意見によってその中に一番貴重なものは現在
では見 られなくなった伝統的な海洋船の模型です。
サハ リン
18世 紀のなかばか らクンス トカメラにお もにサハ リンか らのコレクションが入
れ るようにな りま した。サハ リンの資料は大部分が8人 のコレクターとロシア地理
学協会によって集 められた ものです。1859年 にロシア地理学協会 を通 じてクンス ト
カメラに東部シベ リアの研究者R.KMaakか ら資料 が移 されま した。全部で4点
にな ります。1888年 にアムール河流域 とサハ リンの諸民族 を研究 したL.1.Shrenk
によってニブ フ とヤ クー トとアイヌ の13点 が もた らされま した。1890年 にP.1.
Suprunenkoは150点 を博物館 に寄贈 されま した。 アイヌ関係の もの としては橇 につ
けた犬 の一組が面白いです。そ してさま ざまなものはロシア地理学'協会 と軍医大学
解剖学博物館 とKN.PoshietとL.YShtembergから移 されま した。それよ りもっ と
大きい ものはB.o.Pilsudskiiの コレクシ ョンです。全部で約850点 にな ります。
B.o.Pilsudskiiの コ レクシ ョンの収集地はサハ リンと北海道です。 サハ リンか
らの資料がサハ リンの各地 で集 め られ、アイヌの民族文化の特質を明 らかに しま し
た。荻原眞子によると、 これがコ レクシ ョンの特徴の一つ とい うことです。台帳 に
は、東海岸 ・西海岸やマ ウコ ・セ トロ ・ニイ トイ ・シロハマなど地名 が記 されてい
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ま。資料は 日常の物か ら儀礼や信仰までアイヌ生活の さま ざまな領域 に渡っていま
す。た とえば、営業では狩猟 ・漁猟 ・農耕 ・採集 関係 の道具とそれを作 るための素
材や道具があ ります。衣服につ いては、樹皮や植物繊維の着物 、毛皮の衣服 、帽
子、手袋、靴な どを見 られます。
資料にアイヌ語が記 されています。アイヌ語の記載は全体 で約600点 にな りま
す。サハ リンアイヌ語にとって貴重 な素材です。
その外 に、B.o.Pilsudskiiは 非常にた くさんの写真 を残 して、その写真資料 にも
地名が明記されています。
もう一人の大学者は1.S.Polyakovで す。19世 紀 の末1.S.Polyakovは サハ リンを
訪れて、タライカ、コルサ コフな どのあた りで民俗学 ・考古学の資料を取 り集 めま
した。古代の石器 ・土器 とアイヌ時代 の物が発見 されま した(器 、キセル、イクニ
シ、中国製の ビーズなどです)。 その中に日本製の物 もあ りま した。アイヌ貿易 に
示 している資料です。1882年 に1.S.Polyakovは8ヵ,月 ほど日本に滞在 しま した。
日本で植物 を研究 した り、角製 と骨製 ものを集 めた りしました。Josselinフ ランス
領事か ら写真帖を贈 り物 として受けました。
最 も新 しい資料は、1947年 にM.G.Levinと1.P.Lavrovが南サハ リンで収集 し
たコレクションです(No.4974)。 特に、ニイ トイ ・シ ロハマ ・ライチシでアイヌ
の墓を調査 して、狩具 ・飾 り ・器 ・儀式道具を発掘 しま した。
北海道
北海道アイヌの調査について も簡単に話 さなければな りません。北海道か らの資
料は明治時代後のものです。
コレクシ ョンNo.839は1903年 にB.0.PilsudskiiとW.Sieroszewskiと共に北
海道で収集 した資料です。北海道には研究者 が 白老 ・サル ・ピラ トりを訪れて、民
俗学的資料、民族物語 と写真を集めま した。
!904年 に、博物館にロシア地理学協会 のA.VGrigorievか ら29点 が寄贈 されま
した(No.811)。1879年 にはA.VGrigorievが 乗 った探検 の船が 日本の近 くで海
難 にあって、A.VGrigorievは 一年間北海道 に住むことにな りま した。北海道の 自
然 ・アイヌ生活 と物質文化 の特徴:を研究 していいコレクションを集 めま した(仕 掛
け弓、白樺皮か らっ くった矢ずつ、イ クニシ、マキ リな どです)。6枚 のアイヌ絵
を持ってきました。今"熊 祭 り"と 言 う巴江山人(は こうさん じん)の 絵が展示 さ
れています。そ して面 白いのは ノルデ ンシエ リドで描いた入墨女性の手のスケ ッチ
です。 もう一つA.VGrigorievの コレクシ ョンはアイヌのものが32点 があ ります
(No.345)。A.VlGrigorievの コレクシ ョンは北海道のアイヌ生活文化の姿をずい
ぶん反映 しているものです。
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